
  

様式第２号の１－② 

【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。 

大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１－①を用いること。 
 

学校名 茨城県立中央看護専門学校 

設置者名 茨城県 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･通

信制の場

合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定め

る基準単位

数又は授業

時数 

配

置

困

難 

助産課程 助産学科 夜・通信 34 単位 ３単位  

看護専門課程 

看護学科３年課程 

（1・２年次） 
夜・通信 77 単位 ９単位  

看護学科３年課程 

（３年次） 
夜・通信 24 単位 ９単位  

看護学科 2年課程 夜・通信 65 単位 ６単位  

（備考） 

 看護学科３年課程は、1・2年生は新々カリキュラム、3年生は新カリキュラム 

です。 

 看護学科２年課程は、1・2年生とも新カリキュラムです。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
＜公表＞ 

学校窓口で閲覧申し込み（閲覧時間：平日 9：00～17：00） 

ホームページに公表：https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

＜資料＞ 

・「2024 年度助産学科授業科目の授業計画」及び「助産学科授業科目一覧」 

・「2024 年度看護学科３年課程授業科目の授業計画」及び「看護学科３年課程  

授業科目一覧」 
（1年次：2024 年度入学生、2年次：2023 年度入学生、3年次：2022 年度入学生） 

・「2024 年度看護学科２年課程授業科目の授業計画」及び「看護学科２年課程 

授業科目一覧」 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名  － 

（困難である理由） 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/


  

様式第２号の２－② 

【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 茨城県立中央看護専門学校 

設置者名 茨城県 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 学校関係者評価委員会 

役割 

学校運営・教育活動に関する自己評価に対して、客観的立場から審議・

評価を行う。 

関係者委員会は本校の自己評価の結果に対して、その要因及び課題、

改善方策等を審議する。審議結果は関係者委員会の意見として取りまと

める。 

本校学校評価委員会は、関係者委員の意見を基に、課題改善に向けた

対策を検討し、次年度の重点目標に繋げる。その対策をフィードバック

できるよう評価項目に反映させる。課題に対する一連の取組は次年度の

関係者評価で報告するシステムである。 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 

前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

臨地実習施設（病院） 

教育担当者 
1 年間 

主たる実習施設として長年実習

を依頼している教育機関 

臨地実習施設（地域施設） 

教育担当者 
1 年間 

在宅看護論実習施設として長年

実習を依頼している教育機関 

臨地実習施設（笠間市） 

教育担当者 
1 年間 

地域実習として長年実習を依頼

している教育機関（地元の行政的

立場からの意見） 

高等学校 管理職 1 年間 本校の学生募集活動の地元高校 

同窓会長（看護学科） 1 年間 卒業生代表 

看護大学（水戸市）准教授 1 年間 看護師養成に関わる学識経験者 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３ 

【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 茨城県立中央看護専門学校 

設置者名 茨城県 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 
１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準そ

の他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

＜授業計画書（シラバス）の作成過程＞ 

 ・8 月から翌年度の授業計画を立案するため、科目担当者が内容を検討する。 

 ・9 月から 11月の間で、科目担当者は教員会議に授業計画案（科目の目標・教育

内容・方法・評価方法等）を提案し、全科目を見直し検討する。 

・12 月はテキスト等の確認を行い、翌年 2月末までに講師を決定する。 

・3月末までに授業計画書は完成する。  

＜授業計画書の作成・公表時期＞ 

・作成期間は 11月から 2月下旬である。 

・公表時期は 4月、入学生に授業計画書を配布し内容を説明している。 

授業計画書の 

公表方法 

＜公表＞ 

・学校窓口で閲覧する場合は閲覧時間：平日 9：00～17：00 

・ホームページに公表 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

＜資料＞ 
・「2024 年度助産学科 授業科目の授業計画」及び「助産学科授

業科目一覧」 

・「2024 年度看護学科３年課程 授業科目の授業計画」及び「看

護学科３年課程 授業科目一覧」 

 （2022 年度入学生・2023 年度入学生・2024 年度入学生） 

・「2024 年度看護学科２年課程 授業科目の授業計画」及び「看

護学科２年課程 授業科目一覧」  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成

果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

＜単位の授与＞ 

 ・学則に「各授業科目を履修し、その試験に合格した者に単位を与える」と定 

めいている。 

・履修科目の学修成果は教育計画書（シラバス）に明示してある学習の到達目標、

評価方法に基づき、科目担当者が総合的に評価している。 

・授業評価は、筆記・口述・論文・レポート・実技等の方法により行う。 

・評価基準及び単位認定の基準については、学則及び履修規程に定めている。 

  成績の評価はＳ・Ａ・Ｂ・Ｃが合格、Ｄは不合格としている。 

評定 評価基準 合否の別 

S 90～100 点 合格 

Ａ 80～89 点 合格 

Ｂ 70～79 点 合格 

Ｃ 60～69 点 合格 

Ｄ 59 点以下 不合格 

・単位の授与は、科目担当教員による評価後に単位認定会議を開催し、単位の認

定を決定している。 

・単位の認定は、前期及び後期の各期末の年 2回、行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成

績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価の客観的指標として、ＧＰＡを活用 

・授業科目の点数を以下のとおりポイントに変換する。 

評定 評価基準 ポイント（GP） 合否 備考 

S 90～100 点 3.5～4.5 合格  

Ａ 80～89 点 2.5～3.4 合格  

Ｂ 70～79 点  1.5～2.4 合格  

Ｃ 60～69 点  0.5～1.4 合格 再試単位取得者含む 

Ｄ 59 点以下 0 不合格 GPA 計算対象外 

 ＜ＧＰＡの算出方法＞ 

 （ＧＰ×1単位）＋（ＧＰ×2単位）＋（ＧＰ×3単位） 

           総履修単位数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 

公表  ホームページに掲載している。 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

 履修規程に定めている。 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

＜卒業の認定＞ 

 ・学則に「学科の修業年限以上在籍し、出席すべき日数の 3分の 2以上の出席を

認め、かつ、学科の授業時間を履修して規程の単位を修得した者について、あ

らかじめ卒業認定会議の承認を得たうえで卒業を認定する」各授業科目を履修

し、その試験に合格した者に単位を与える」と定めている。 

・卒業認定は会議規程に則り、学則に規定されている内容を審議し、決定してい

る。卒業認定会議は原則年 1回、学校長が召集する。 

＜卒業要件＞ 

 ・学科の修業年限以上在籍し、出席すべき日数の 3分の 2以上の出席を認め、 

かつ、学科の授業時間を履修して規程の単位を修得した者 

 ・助産学科の卒業要件となる単位数は、34 単位 

 ・3 年課程 3年生の卒業要件となる単位数は、110 単位･ 

 ・3 年課程 1年生・2年生の卒業要件となる単位数は、109 単位 

 ・2 年課程の卒業要件となる単位数は、76 単位 

卒業の認定に関する

方針の公表方法 
公表 

学則に定めている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の４－② 

【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 茨城県立中央看護専門学校 

設置者名 茨城県 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表          － 

収支計算書又は損益計算書          － 

財産目録          － 

事業報告書          － 

監事による監査報告（書）          － 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

看護 助産課程 助産学科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年  昼 1050 時間／34単位 

 

510 時間

/22 単位 

時間 

/単位 

540 時間

/12 単位 

時間 

/単位 

時間 

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

25 人 20 人 0 人 5 人 48 人 53 人 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

看護 看護専門課程 看護学科 3年課程 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼 

<1 年生・2年生> 

3010 時間／109 単位 
1990 時間 

/84 単位 

時間 

/単位 

1020 時間 

/25 単位 

時間 

/単位 

時間 

/単位 

＜3年生＞ 

3000 時間／110 単位 
1980 時間 

/85 単位 

時間 

/単位 

1020 時間 

/25 単位 

時間 

/単位 

時間 

/単位 

 
単位時間/単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 114 人 0 人 12 人 158 人 170 人 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

看護 看護専門課程 看護学科 2年課程 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼 2050 時間／76単位 
1330 時間 

/60 単位 

時間 

/単位 

720 時間 

/16 単位 

時間 

/単位 

時間 

/単位 

 
単位時間/単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 30 人 0 人 8 人 112 人 120 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

＜授業方法及び内容＞ 

 ・アクティブラーニング型（書く・話す・ブレゼンテーション）の授業を推進して

いる。 

・学生の主体的・能動的な学習を支援している。 

・授業方法は、対面授業（DVD、パワーポイント）中心に効果的に授業が展開でき

る方法を選択している。1・2年生は、電子テキストを使用している。 

 ・シラバスを基本に授業計画を立て、授業案を作成している。 

・演習・実習は指導ポイント等を教員会議で検討し共有化を図る。 

 ・シラバスの検討（授業形態、授業概要、到達目標、授業計画、成績評価の方法 

等）は 9月から 11月頃までに行う。 

＜年間の授業計画＞ 

＊助産学科 

授業科目 34 単位（1050 時間）を教育進度に合わせて計画している。 

＊3年課程 

・1、2 年生は、授業科目 109 単位（3010 時間）を、1 年次は 46 単位（1145 時

間）、2 年次は 37 単位（995 時間）、3 年次は 26 単位（870 時間）を計画的に

進めている。 

・3年生は、授業科目 110 単位(3015 時間)を、1年次は 46単位（1170 時間）、 

2 年次は 37 単位（975 時間）、3年次は 27単位（870 時間）の教育進度で計画

的に進めている。 

＊2年課程 

・授業時間 76単位（2050 時間）を教育進度に合わせ、1年次から 2年次まで計

画的に進めている。1年次は、46 単位（1150 時間）、2年次は、30単位（900

時間）である。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・履修科目の学修成果を教育計画（シラバス）に明示してある学習の到達目標

とその評価の方法に基づき、科目担当教員が総合的に評価している。 

・評価基準及び単位認定の基準については、学則及び履修規程に明示し、厳格

かつ適正に行っている。 

評定 評価基準 合否の別 

S 90～100 点 合格 

Ａ 80～89 点 合格 

Ｂ 70～79 点 合格 



  

Ｃ 60～69 点 合格 

Ｄ 59 点以下 不合格 

・単位の授与は、科目担当教員による評価後に単位認定会議を開催し、単位の

認定を決定している。 

・単位の認定は、前期及び後期の各期末の年 2回行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

＜卒業認定基準＞ 

 ・学則には、修業年限以上在籍し、かつ卒業要件に必要な単位数を取得した者

について、卒業認定会議を行い、卒業の認定を行っていると定めている。 

・助産学科の卒業要件単位数は 34単位 

 ・3 年課程の卒業要件単位数は 1・2年生が 109 単位、3年生が 110 単位 

 ・2 年課程の卒業要件単位数は 66 単位 

＜進級認定基準＞ 

 ・単位の認定は、学則及び履修規程に明示し、厳格かつ適正に行っている。 

  進級は単位認定会議において決定される。 

学修支援等 

（概要） 

各学年には担任を置き、学生に教育の年間計画を前期・後期に分け説明すると

ともに、学修支援の必要な学生を早期から関われるよう学生の生活・学習の側面

を担任が他の教員と情報を共有し、学生の変化をキャッチできる支援体制を取っ

ている。また家族の支援が必要な場合は保護者面談を行い、学校と家庭両面から

支援体制を強化している。 

実習中の学生に関する情報は教員会議で共有し、担任と連携しながら学生を支

援している。 

学生自身の自立を促すために、自身の年間目標を設定させ、達成できるよう全

教員が支援体制を取っている。 

 

 〇助産学科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 21 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

21 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 助産師として病院に就職 

（就職指導内容） 

  助産師として就業することを前提に各自の希望に合った施設を選択できるよう施設

の案内や就職説明会等を実施し、学生個々に指導・面接等を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 助産師の国家資格の取得、受胎調節実施指導員の申請資格の取得 

（備考）（任意記載事項） 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

21 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

  

 

 〇看護学科３年課程 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 40 人 

（100％） 

4 人 

（10％） 

36 人 

（90％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

 看護師として病院に就職 

（就職指導内容） 

  看護師として就業することを前提に各自の希望に合った施設を選択できるよう施設

の案内や就職説明会等を実施し、学生個々に指導・面接等を実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

  看護師の国家資格の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

116 人 1 人  0.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更(看護職以外の職業を選択した) 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生へのアンケート結果や授業への参加態度や出欠席の状態、心身の健康状態を確

認し、気になる学生に対して面談を行い、早期に対応できるようにしている。 

退学希望時は、現在の状況や今後の進路を客観的に考える時間として休学などを活

用し、担任が定期的に連絡を取り支援している。 

 
 〇看護学科２年課程 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

15 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

看護職として病院に就職 



  

（就職指導内容） 

 看護師としての就職を前提に各自の希望に沿った就職先に就職できるように、就職ガ

イダンスの実施や募集要項の提示、個別面談等を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

看護師の国家資格修得 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

37 人 2 人  5.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更(准看護師として就業することを選択、学習困難、家庭の都合) 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生へのアンケート結果や授業への参加態度や出欠席の状態、心身の健康状態を確

認し、気になる学生に対して面談を行い、早期に対応できるようにしている。退学希

望時は、現在の状況や今後の進路を客観的に考える時間として休学などを活用し、担

任が定期的に連絡を取り支援している。 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 
学科名 入学金 授業料（年間） その他 備考（任意記載事項） 

助産学科 5,650 円 166,800 円 1,049,696 円 
教科書代、実習衣･ｶﾞｳﾝ等、教材費、

実習費、研修・国試、福利厚生費 等 

３年課程 5,650 円 166,800 円 769,000 円 
教科書代、実習衣･実習費、教材

費、研修・国試、福利厚生費等 

２年課程 5,650 円 166,800 円 531,615 円 
教科書代、実習衣･実習費、教材費、

研修・国試、福利厚生費 等 

修学支援（任意記載事項） 

経済的理由等により授業料等（入学試験手数料、入学料及び授業料）の納付が困難で

あると認められる者に対する免除又は徴収猶予による修学支援を行っている。 

 

ｂ）学校評価 

自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

公表、ホームページに掲載している。 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

＜実施方法・体制＞ 

 ・学校の教育目標・計画に沿った取組の達成状況、学校運営に係る取組が適切に行われ

ているかを自己評価し、問題となる事象の原因やその要因を分析し、課題改善に向け

た継続的な取組を行うため、学内に学校評価委員会を置いている。 

・自己評価委員は学校長、副参事兼教頭、教頭、各学科教務主任、庶務主査、各学 

科教員の 10 名以内で構成している。 

 ・学校運営・教育活動に関する自己評価に対して、関係者評価者から客観的立場から審

議・評価を頂く。評価委員は自己評価結果の要因及び課題、改善方策等を審議する。

審議結果は関係者委員会の意見として取りまとめる。 

・関係者評価委員からの意見を基に、本校評価委員会で課題対策に向けた取組をまと

める。その課題が反映されるよう次年度の重点目標及び評価項目に設定する。 

・関係者評価委員は実習施設、教育機関、地域施設、卒業生、保護者等から構成してい

る。 

・学校評価の結果はホームページ等に掲載し、広く公表している。 

学校関係者評価の委員 

所 属 任 期 種 別 

臨地実習施設（病院） 1 年間 看護職（教育担当・副総看護師長） 

臨地実習施設（地域施設） 1 年間 看護職（教育担当・管理者） 

臨地実習施設（笠間市） 1 年間 看護職（保健師） 

高等学校（笠間市） 1 年間 高校教諭（管理者） 



  

同窓会（看護学科） 1 年間 同窓会長（卒業生） 

看護大学（水戸市） 1 年間 看護職（准教授） 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

＜公表＞ 

・ホームページに掲載している。

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

・「2023 年度茨城県立中央看護専門学校の学校関係者評価報告書」はホームページに

掲載し公表している。 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

ホームページに掲載している。 

https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chuuoukansen/ 

 

 
 


